
白ひよどりとくらげ 

早朝の公園の木々は 

夜半に降った雨のしずくが残っていた 

まだ夜は明けておらず 

やがて空は茜色に輝き池にはモヤが立ち込め 

マガモが時おり水浴びして羽をはばたかせる 

私は何時もの様に柔軟体操をして池の周りを散歩する 

野鳥撮影に来られた方に出会い新情報はないかと尋ねる 

白いヒヨドリが出ていると聞き早速その場所へ行く 

センダンやナナミの赤い実が好みのようで 

丁度この日５０羽近いヒヨドリが飛来してきた 

その中にいるらしいがこの日残念ながら捉えられなかった 

なかなかチャンスがなかったオジロビタキは 

偶然梅の木の近くの枯葉のしげる枝にとまっていたので 

シャッターを切る今日はこれで満足しよう 

私は絵を描く合間に気分転換にカメラを提げて散歩する 

これが私の日課である 

時たま新情報が入ってくるヤマアジサイが４０本ほど植えられ 

名札に“くらげ”と“なし”が書かれていた 

情報によるとその表現は正しかったのです 

それは“くらげ”の肥料を与えたものと 

与えなかったものとの区別だったからです 

 

 

 

 

 


